
 

平成 24年度国立大学図書館協会地区協会助成事業報告書（東北地区） 

 

地区名 東北地区（主担当大学：東北大学） 

事業名 職員の企画・運営による職員のためのワークショップ（第４期） 

本を選ぶ、並べる、魅せる。～魅力的な書棚の作り方を学ぶ～ 

事業目的 

・趣旨 

 大学図書館では通常、請求記号に従った資料の配架を行い資料の系統的な利

用を可能としているが、学内教員の著作を集めたコーナーや、学生により選書

された資料のコーナーなど、常設書架以外に企画展示コーナーを設置し、利用

者に資料をアピールする機会も増えてきている。 

本研修では、経験豊富な講師の方をお招きし、魅力的な書棚を作るための選

書方法、資料の並べ方などについて学ぶことを目的とした。さらにワークショ

ップでは、グループごとにテーマを決め、企画展示コーナー作りを実践するこ

とで、学んだ内容を身につけることを目的とした。 

実施内容 参加者：東北地区大学図書館職員等（55名） 

日時：平成 25年 2 月 1日(金) 11:30～17:15 

会場：東北大学附属図書館本館 ２号館４階会議室 

プログラム： 

11:30-12:30 ランチミーティング 

13:00-13:00 開会式 

13:10-14:00 講演 一関市立大東図書館長 伊藤 清彦氏 

「書店員の本の魅せ方、選び方」 

  14:00-14:10 休憩 

    14:10-15:00 講演 有限会社バッハ代表 幅 允孝氏 

「ブックディレクターの本の魅せ方、選び方」 

    15:10-15:20 休憩 

  15:20-17:05 ワークショップ「実践・本棚プロデュース!」 

グループごとに設定したテーマに沿って選書を行い、企画展

示コーナーの構成などについて討議・発表を行います。 

    17:05-17:15 閉会式 

  17:30-   情報交換会 

事業の成果 

（アンケート

調査結果、事業

への意見・感想

等） 

【伊藤氏の講演について】 

書店での豊富な経験を元に、本とどう向き合ってきたかをお話し頂いた。アン

ケートに記載された下記の感想に示すように、図書館でパソコンを使った業務

が多くなる中で、本に触れる重要性を参加した方に認識して頂くことができ

た。 

・なるべく棚のそばに居て、本にさわっているという言葉には、ハッとさせら



 

れました。さわって覚えていくっていうことは大事なことですね。心に残りま

した。有難うございました。 

・データで登録してしまいがちだったが、その都度、もっとじっくりと本に向

き合っていかなければいけないと思いました。 

・伊藤さんのお話の中で“本は触らないと覚えない”という言葉に共感をおぼ

えました。その他には図書館のフェアの話や校正についての話が興味深かった

です。 

・実際に本を触ることが重要だと感じた。図書館で選書することの難しさを改

めて思った。 

 

【幅氏の講演について】 

書店や本棚のプロデュースの経験を元に、利用される方のことを具体的にイメ

ージし、書棚を作ることの重要性をお話しして頂いた。利用者を知ることの重

要性に関して、アンケートには下記のような意見が記載された。 

・事例が多く参考になった。利用する人のことを知ることの重要性を改めて認

識した。 

・“個”と向き合うことで、本が読めない人、読みたくない人でも思わず手に

取ってしまうようになった、というお話が印象的だった。相手がどんな本なら

興味を持つか考えることで、本に対する向き合い方がこうも変わるものか、と

驚いた。 

・図書館で工夫しだいで、企画、展示がどこまでできるのか、個に寄りそって

みようと思いました。 

 

【ワークショップについて】 

楽しくできた、他のグループの内容に感心したという下記のような意見が寄せ

られた。 

・研修の WS というと、ぐだぐだになってしまう場合もあるが、今回は充実し

ていたと感じた。 

・書棚を考える楽しさを実感できた。 

・大変おもしろかったです。時間内にまとめられるか心配でしたが、各班とも

いろいろ工夫されていてよかったと思ったと思います 

・わいわい楽しくできました。たのしい企画をありがとうございました。 

・他班の方の発表を見て、「この短時間でここまでまとめられるのか」と驚き

ました。また、その豊かな発想力も見習わなければと思いました。 

・他の班の発想が面白かった。ブックバーが楽しそう。 

 



 

【全体的な意見】 

研修の内容については、おおむね好意的な意見が寄せられた。一言で表すとす

ると今回のテーマは「書棚作り」だが、選書、展示などを含め、本の提供とい

う総合的なテーマをうまく設定できたことが、好評だった要因だと考えられ

る。 

・今までいろんな研修に出ましたが、今回のが 1番役に立ったと思います。あ

りがとうございました。 

・知りたいけどなかなかないテーマの研修で、とてもためになりました。スタ

ッフの皆さま、お疲れさまでした。 

・今回とても面白いテーマでした。ありがとうございました。 

経費 講師謝金・交通費：  96,600 円 

会議費     ：  34,842 円 

材料費・印刷費 ：  13,558 円 

合 計     ： 145,000 円  

 


